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Abstract Larvae of Eurema blanda (Boisduval), and E. hecabe (Linnaeus), were reared with 
the artificial diets containing dry leaf powder of food-plants. The rearing experiments were 
more successful in E. blanda than in E. hecabe. Some findings on food-plants of E. blanda in 
nature are also reported. 
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は じ め に 


タイ ワン キチ ョ ッ Eurema blanda (Boisduval, 1836) は 東南 アジ ア の 熱帯 域 か ら 亜熱帯 域 に か け て 広 
く 分 布 し , その 幼虫 は 種々 の マメ 科 植 物 を 食す る (Yata, 1989), 日 本 で は , その 亜 種 grsakia (Fruhstor- 
fer, 1910) が 八重 山 諸島 た に 生 息 し , その 食 草 と し て ハス ノミ カズ ラ Caesalpinia globulorum, ナン テン 
カズ ラ Caesalpinia nuga, アカ ハ ダ ノ キ Pithecellobium lucidum (マメ EH な ど が 知ら れ て いる (福田 
他 , 1982). 


タイ ワン キチ ョ ウ は , キチ ョ ウッ Eurema hecabe (Linnaeus, 1758) を 含む キチ ョ ウ 属 の 多く の 種 と 異な 
り , 特異 な 形態 や 行動 ・ 生 態 を 示す (田中 , 1975. すなわち , その 幼虫 は 黒色 の 頭 部 を 持ち , WH 
色 か ら 黒 色 を 帯び る . また , 雌 成虫 は 卵 塊 で 産卵 し , 幼虫 も 集合 し て 摂 食 を 行い , ZORA EIME 
まで 維持 され る . 一 般 に , 集合 性 鱗 次 目 昆 虫 の 多く で は , その 集合 性 が 映 化 時 に は 解消 され る の と は 対 
照 的 で ある . な ぜ 本 種 は この よう な 種々 の 特性 を 持つ の か , その し くみ や 意味 の 解明 は きわ め て 興味 深 
い 研 究 テ ー マ で ある と 同時 に , 本 種 の 進化 を 理解 する 上 で も 助け に な る と 期待 され る . し か し , KED 
飼育 や 実験 は いま まで に ほとん ど 行 われ て いな い . その 一 つの 理由 と し て , 本 種 の 食 草 が 亜熱帯 域 の 森 
林 な ど に 局 在 する た め , 幼虫 の 飼育 に 必要 な 量 の 食 草 の 継続 的 供給 が 困難 な こと が あげ られ る . 


現在 まで に , AT ARKILECOS< OMMARRICKVCALMAOHRSH, それ ら の 大 量 飼育 や 研究 
が 行わ れ て いる (RE, 1991), BMC, オオ モン シロ チョ ウッ Pieris brassicae (Linnaeus, 1758) 
(David & Gardiner, 1966), モン シロ チョ ウッ Pieris rapae crucivora (Boisduval, 1836) (Kono, 1968), + 
ミア ゲハ Papilio xuthus (Linnaeus, 1767) (48%, 1965) な どの 種 で 人 工 飼 料 育 が 報告 きれ て いる . そ 
れ ゆ え ぇ , タ イワ ン キ チョ ウ に お いて も 人 工 飼料 育 が 可能 と な れ ば , その 研究 に と っ て 好都合 と 思わ れる . 


我々 は , カイ っ の 人 工 飼料 を 多少 変更 し て 本 種 の 人 工 飼料 育 を 試み , か な り の 成果 を 得 た の で ここ に 報 
告 す る . Ek, 野外 調査 に お いて 本 種 の 寄主 植物 に 関し て 若干 の 知見 を 得 た の で , 併せ て 報告 する . 














材料 と 方 法 


供 試 昆虫 : 南西 諸島 石垣 島 で 採集 し た タイ ワン キチ ョ ウッ ウ 雌 お よび その 子孫 を 実験 室 (25C て ) 内 に お い 
CHINS Ve, 産卵 に は , 透明 な プラ スチ ッ ク 容 器 ( 径 12 cmx 深 さ 10 cm) 内 に 食 草 の 切り 枝 (切り ロ 
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を 水 で 混 し た 脱脂 綿 で くる み , アル ミ 箱 で 包ん だ も の ) と 10% 砂糖 水 を いれ た 小皿 を 肉 と 共に いれ た . 
食 草 と し て は , 本 来 の 寄主 の ほか に ネム や モク セン ナ を 用 いた . これ を 30 W 堂 光 灯 の 下 に 置き , 午前 
8 時 か ら 午 後 4 時 まで 点灯 し た . 産卵 は 1-3 日 お き に 約 10-100 個 の 卵 を 卵 塊 で 産ん だ . 産 下 され た 卵 は 
16L-8D, 25°C の 条件 下 で 5 日 目 に 解 化 し た . 


比較 の た め , キチ ョ ウ (東京 産 ) の 人 工 飼料 育 も 行っ た . 採卵 な ど は タイ ワン キチ ョ ウ の 場合 に 準じ た . 


人 工 飼 料 の 組成 と その 調整 法 : 表 1 に 飼料 の 組成 を 示す . 本 実験 で は , カイ コ ュ の 場合 に 使わ れる 和 松葉 乾 
燥 粉末 の 代わ り に , ネム 葉 な ど キ チョ ウ 類 食 草 の 乾燥 粉末 を 用 いた . PREM RO PERICIS, 採取 し た 
葉 を 一 上 晩 険 干し し た 後 , 熱風 乾燥 機 に か け て (60 て で 4-6 時 間 ) 乾燥 きせ , そし て これ を 粉砕 機 で 粉末 
ELE. 


餌 の 作り 方 は 次 の と お り で あっ た . ① 飼料 「 く わ の は な 」 (群馬 県 奏 業 試験 場 , 1987) 原 体 70 g を 乳鉢 
に 計り 取り , サ ラダ 油 1.3 g を 添加 後 よ く 描 拓 し た . O これ に 乾燥 葉 粉 末 30 g を 加え , よく 混ぜ た . © 
次 に , プロ ピオ ン 酸 水溶 液 260 ml を 入れ て よく 練り 合わ せ た . © 練り 9 上 が っ た 飼料 を ビー カー に 入 
れ , アル i (CBX UKE, KRLECH 30 分 蒸し た . © 飼料 が ぁ ふか ぁ か に な っ た ら , Rie THF LIE 
後 , サ ラン ラッ プ を 表面 に 密着 させ , これ を 冷蔵 庫 ( 約 5C) に 保存 し た . 本 実験 で 用 いた 粉末 葉 は ネム , 
ハス ノミ カズ ラ , メド ハギ で あっ た . 


幼虫 の 飼育: 飼育 容器 と し て , 白色 不透明 の プラ スチ ッ ク ケ ー ス ( 径 11 cmX6 cm お よび 20 cm X14 
cmX6cm) を 用 いた . 前 者 は 3 令 ま で , 後者 は 4 令 以 降 の 飼育 に 用 いた . 容器 当たり 通化 幼虫 10 頭 (一 
部 は 1 頭 ) ずつ 適当 量 の 人 工 飼料 と 共に セッ ト し た . 餌 は 一 日 お き に 新しい も の と 変換 し , 餌 が 乾燥 気 
味 の 時 は 適宜 霧吹き を 行っ た . 飼育 条件 は 16L-8D, 25 で と し , 幼虫 期間 , SAHARA], Wks, 羽化 率 , oh 
体重 , 成虫 サイ ズ (前 超 長 ) な ど を 記録 し た . 


比較 の た め に , タイ ワン キチ ョ ウッ の 生葉 飼育 も 行っ た . 用 いた 植物 は ネム , ナン テン カズ ラ で あっ た . 
飼育 条件 は 人 工 飼料 育 の 場合 に 準じ た . 


野外 調査 : 1991 年 6 月 , 成虫 の 採集 も 兼ね , また 食 草 や 生態 の 観察 を 目的 と し , 南西 諸島 石垣 島 の 各地 
(A voi, 於 茂 登 后 周 辺 , 赤崎 , 屋良 部 岳 周 辺 ) で 調査 を 行っ た . 








結果 と 考察 
l. タイ ワン キチ ョ ッ ウッ の 飲 育 成績 


表 2 に 示す よう に ,「 く わ の は な 」 原 体 を 用 いた 本 種 の 人 工 飼料 育 は 大 変 良好 な 結果 を 示し た . 特に , ネ 
ム 葉 粉末 を 用 いた 場合 に は 幼虫 お よび 上 申 期 間 は それ ぞ れ 平均 11.8 日 お よび 6.2 日 と 大 変 短く , BAILS, 
羽化 率 共に 高かっ た . MAB RR AEKE Dok, 成虫 サイ ズ (前 次 長 ) は 野外 個体 [ 雄 : 24.34 
1.8 mm (N=56), HE: 24.8 土 1.7 mm (N=88)] (1991 年 6 月 採集 ) に 優る と も 劣ら な い 傾 向 を 示し た . 本 
来 の 食 草 で ある ハス ノミ カズ ラ の 葉 粉 末 の 場合 は ネム より も 多少 劣っ た が , これ は 粉末 作成 に 成長 し 


表 1. キチ ョ ウッ 類 2 種 の 人 工 飼料 の 組成 














成分 量 
カイ ュ 用 飼料 原 体 * 70.0 g 
食 草 乾燥 葉 粉 末 30.0 g 
サラ ダ 油 1.3g 
プロ ピオ ン 酸 水深 液 260.0 ml 
(ml プロ ピオ ン 酸 /400 ml 蒸留 水 ) 





*「 く わ の は な 」 (群馬 県 牌 業 試験 場 , 1987) Lo RRS 
HK, サラ ダ 油 , プロ ピオ ン 酸 を 除い た も の 
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表 2. 人 工 飼料 お ょ び 生 葉 に よる キチ ョ ウ 類 2 種 の 飼育 成績 























l 頭数 供 試 幼虫 期 RAB Beg 羽化 率 tk BRA 
Al i a ia * x * * 
EA MFO RE faa 頭数 (日 (B) (%)  (⑳) (g) (mm) 
T oa ae 10 30 11.840.4 6.20.6 90.0 83.3 0.19+0.0100 〆) 25.3+0.6(10 7) 
a W 
0.21+0.0107 #) 26.8+0.7(15 $) 
1 15 11.4 土 0.5 6.9 土 0.3 90.0 83.7 0.19+0.01 (8 の ) 25.840.7 (7 の ) 
0.2340.01 (7 $) 27.4 エ 0.8 (7 2) 
ハス ノミ 10 30 13.9 土 0.9 6.9 土 0.3 80.0 70.0 0.18 土 0.02(14 〆) 24.5 土 1.1(12 #) 
カズ ラ 
0.20+0.02(10 2) 25.6 土 1.3 (9 2) 
生葉 ネム 5 15 ーー ーー 0 ーー => 
ナン テン 5 15 17.141.8 6.8 土 0.4 86.7 86.7 0.17+0.01 (5 の ) 23.5 土 0.4 (5g) 
DAP 
0.18+0.02 (8 fl) 24.34+0.7 (8 #) 
1 15 17.8 土 2.2 6.940.3 73.3 73.3 0.17+0.01 (6 の ) 23.4 土 0.8 (6%) 
0.17+0.01 (5 $) 23.940.6 (5 $) 
キチ ョ ウ AT ネム 10 30 12.440.7 7.1 土 0.3 96.7 70.0 0.20 土 0.03(10 7) 21.2 土 0.5 (5 £) 
0.20+0.04(19 £) 22.5 土 1.9(16 2) 
メド ハギ 10 30 16.1+2.0 6.6+0.5 70.0 56.7 0.16+0.01(11 7) 19.340.6 (8%) 
0.18+0.02(10 2) 20.2+1.0 (9 $) 


* 測定 値 = 平 均 土 標準 偏差 (頭数 ) 





た 葉 を 用 いた の で , その 質 の 低下 が 原因 と 思わ れる . 


生葉 飼育 実験 で は , 不思議 な こと と に ネム ょ ム 葉 (東京 産 ) を 用 いる と , 2-3 令 で ほとん どの 幼虫 が 死亡 し , OF 
化し た も の は な か っ た . 同様 の 結果 は 矢田 に よっ て も 得 ら れ て いる (矢田 , ME) 本 実験 で 乾燥 粉末 と 
し た ネム 葉 と 生葉 飼育 に 用 いた 葉 は 同一 の 樹木 に 由来 し て いた . この 理由 は 現在 不明 で あり , 今後 の 調 
査 課題 で ある . 一 方 , 本 来 の 食 草 で ある ナン テン カズ ラ 飼 育 で は 生存 率 は 高かっ た が , DR CHA 
重 の 点 で 人 工 飼育 より も 劣っ て いた . お そら く , これ は 飼育 に 用 いた ナン テン カズ ラ の 葉 が 多少 硬め で 
あり , 葉 質 が 劣っ て いた た め と 推測 され る . 


タイ ワン キチ ョ ウ の 幼虫 は 本 来 集合 し て 生活 する . 本 実験 で は 幼虫 1 頭 だ け の 単独 飼育 を ネム 人 工 飼料 
と ナン テン カズ ラ 生 葉 で 行っ た が , いずれ の 場合 も 発育 は 良好 で , TAT ERILS < OFF AD LL Ze. 
それ ゆえ を , 本 種 の 集合 性 の 意味 は 摂 食 ・ 成 長 の 促進 に ある の で は な く , も っ と 別 の と ころ に 求め ね ば な 
ら な い . 


デー タ は 示し て いな い が , 人 工 飼料 育 か ら 生 じ た 成 虫 は 交尾 ・ 産 卵 を 行っ た . 産卵 数 は 野外 虫 を 用 いた 
場合 と ほとん ど と 変わら な か っ た . 


2. キチ ョ ウ の 飼育 成績 


キチ ョ ウッ の 場合 に も , ネム 葉 粉 末 使 用 の 方 が 幼虫 の 発育 , kex, 羽化 率 と も 優れ て いた ( 表 2). Ek, 
IREL ISEA a y ECELER, 奇妙 な こと に 羽化 し た 成虫 は か な り 小 型 と な っ た . その 理由 
は いま の と ころ 不明 で ある . メド ハギ 葉 粉 末 飼 育 は ネム 葉 粉末 の 場合 より も 成績 が 悪く な っ た が , これ 
は 餌 の 組成 の バラ ンス に 偏り が 生じ て し まち た め と 思わ れる . た と えば , メド ハギ 葉 に は も と も と セル 
ロー ス の 割合 が ネム 葉 よ り も ずっ と 高い (加藤 , 未 発表 )、 いずれ に し て も , キチ ョ ツウ 人工 飼育 は さら に 
改良 の 余地 が ある と 思わ れる . 


3. 飼 育 時 に お ける タイ ワン キチ ョ ウ の 幼虫 ・ 遇 の 観 窒 
図 1 は 人 工 飼料 飼育 中 の タイ ワン キチ ョ ウ 5 令 幼虫 を 示す , 頭 部 は 黒色 , 体 色 は 黄 緑色 で あっ た . 一 方 








NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 





5 令 幼 虫 .1. タイ ワン キチ ョ ウ . 





図 1-2. 全 飼 料 (ネム 業 乾 

2. キチ ョ ウ . 

図 3-4. タイ ワン キチ ョ ウ の 虫 . 3. 人 工 飼料 (ネム ) 飼育 . RRE., 4. ナン テン カズ ラ 生 葉 飼 

育 . WD IRB, 

図 5-6. 食 草 上 の タイ ワン キチ ョ ッ ウ の 卵 塊 と 幼虫 (石垣 島 
H, 6. ネム 葉 上 の 幼虫 46454), 


an 





5. ハス ノミ カズ 
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キチ ョ ウッ の 幼虫 の 頭 部 ・ 体 色 と も 緑色 で あっ た (M2). また , タイ ワン キチ ョ ウ の 幼虫 は 摂 食 を 終え る 
H, 体 色 は 黄 緑 色 か ら 紫 色 味 を お び た 色 彩 に 変化 し , 遇 化 場所 を 探し て 頻繁 た 歩き 回 っ て いた . この 時 
期 の 幼虫 は 振動 な どの 刺激 を 与え を る と , すぐ に 落下 行動 を と っ た . し か も , 落下 し た 幼虫 は さ ミミズ に み 
られ る よう な は げ ば し い 屈 曲 運動 を 短 時 間 続 けた . この よう な 行動 は 敵 か ら の 逃避 と 敵 へ の 威 跡 の た め と 
思わ れ , チョ ウ 類 の 幼虫 で は 比較 的 珍し いよ う で ある . 


タイ ワン キチ ョ ウ の 虫 化 は , 図 3-4 で 見 られ る よう に , 暴 化 時 に 分 散 す る こと な く , 集合 し て 起こ っ た . 
また , REO CMLL EA LMA OM THhR CH RRAXELTH) (M3), それ と は 対照 
RICA ER FOULED o Clk, それ ゆえ を , KEDRA, 従来 いわ れ て いる よう に 必ず し も 福 
色 だ け 黒 色 で は な いよ ょ よう で ある ,. この 問題 は 現在 研究 中 で ある が , 睦 色 決定 に は 日 長 や 温度 の 他 に , F 
景色 や 食物 条件 な ど が 複雑 と か らん で いる と 思わ れる (加藤 , 未 発表 ). 


4. 野外 で の 生態 観察 


多く の 調査 地 で , ハス ノミ カズ ラ 上 に タイ ワン キチ ョ ウッ の 卵 ( 図 5) や 幼虫 が 観察 され た . し か し , バン 
ナ 后 に お いて は ネム Albizzia julibrissin 上 に も 多数 の 幼虫 を 見 い だ し た (X6). 石垣 島 に は ネム は あま 
り 見 られ ず , この ネム も 人 為 的 に 植え られ た も の の よう で ある . ネム は , 台湾 で は 本 種 の 寄主 と し て 報 
告 さ れ て いる (内 田 , 1991) が , 日 本 で は 初 記録 と 思わ れる . 


と ころ が , この 幼虫 の 一 部 (4 令 と 5 令 ) を 東京 に 持ち 帰り , 東京 産 の ネム を 与え た と ころ , これ を な と 
ん ど 摂 食 せ ず , WET SO Lie HE LK, 上 述 し た 1 令 か ら の ネム 葉 飼 育 の 不 成 功 と 同様 に . この 問 
題 は 今後 , 検討 の 必要 が ある . 
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Summary 


Larvae of Eurema blanda and E. hecabe were reared with the artificial diets containing leaf- 
powder of Albizzia julibrissin and other legume plants. The diet with A. julibrissin powder was 
much better than that with other legume leaf-powder in both Eurema species, and larval growth 
and survival rates were higher in E. blanda than in E. hecabe. The results were compared with 
those of larvae reared with fresh leaves of a food-plant. Furthermore, some findings observed in 
the habitat of E. blanda were added. 
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